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議会広報広聴特別委員会委員長報告書 

平成２６年１０月７日 

 

議会広報広聴特別委員会に付託されました陳情１件、陳情第

９号「議会及び議員の今期活動報告書公開に関する陳情書」の

審査につきまして、審査の過程における各委員からの討論及び

審査結果について、ご報告します。 

 

 本陳情は、平成２５年５月に市議会ホームページに「市議会

中間報告書」が公表されたことから、来年の任期終了を控え、

「最終報告書」を公開されるよう求めるものです。 

 

 初めに、事務局より、  

 

中間報告書の掲載経緯については、平成２４年１０月の会派

代表者会議で議員から「選挙後、２年経過時に、議会及び議員

の活動報告をする」という提案があり、同年１１月の会派代表

者会議において、今後の議論は議会運営委員会で行うこととな

った。  

その後、議会運営委員会において、平成２４年１１月から平

成２５年５月の間、延べ９回にわたり、「流山市議会全体の中

間報告書」を作成するに当たっての議論が行われ、ホームペー
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ジへ「流山市議会全体の中間報告書」を掲載することとなった。 

 

 との説明がありました。  

 

 なお、本審査の過程におきまして、陳情者との質疑及び議員

間の自由討議が行われましたことを申し添えます。  

 

さらに、質疑終結前において、趣旨採択の動議があり、趣旨

採択について諮ったところ、賛成少数で否決されました。  

 

その後、  

陳情要旨のうち『来年４月の』及び『最終』並びに、『フォ

ーマットは「中間報告書」にある「後半の取り組み予定」を「後

半２年間の実績」とする』以外の部分の採択を求める一部採択

の動議があり、一部採択について諮ったところ、全会一致をも

って、一部採択とすることに決定しました。  
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 審査の過程における討論として、 

 

（１）一部採択の動議のとおり一部を除き、採択の立場で討論

する。 

 中間報告書は流山市議会全体の報告書として掲載しており、

市民が最終報告書も作成すべきと考えるのは当然である。 

最終報告について議論をしていないことは、市民目線で見る

と、議会として不完全であったと思わざるを得ず、出来る限り

市民の意向に沿って、開かれた議会運営をするべきである。 

しかし、議員の任期は平成２７年５月までであり、後半の２

年間の実績は、事業化が確認されないと掲載し難く、他の議員

立候補者との公平性を考慮し、すぐに後半の実績を検証し掲載

することは、不完全なものとなってしまうことから、フォーマ

ットと掲載時期については、今後、議会広報広聴特別委員会や

議会運営委員会で議論し、何らかの形で報告することを提案し、

一部採択の賛成討論とする。 
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（２）一部採択の動議のとおり一部を除き、採択の立場で討論

する。 

 流山市議会は、議会基本条例の前文に開かれた議会を目指す

と掲げており、議員が何をしているかわからないという市民か

らの疑問に積極的に答えていくべきである。 

今後は、議会運営委員会もしくは議会広報広聴特別委員会な

どで掲載内容のルールを速やかに協議し、早期に報告書をホー

ムページに掲載するよう強く望み、賛成とする。 

 

（３）一部採択の動議のとおり一部を除き、採択の立場で討論

する。 

議会基本条例前文に、市民に開かれた議会を実現しなければな

らないとあり、陳情者他７１名の「最終報告の公開を求める」

という思いに、精一杯会派として応えるべきと判断する。しか

し、任期は平成２７年５月であること、フォーマットについて

は、市民に信頼される議会運営の立場から、政治的中立性や公

職選挙法に配慮すべきである。 

今後は、議会の報告書を継続的に行い、作成の際に注意事項

を明記するよう意見を表明し、一部採択の賛成討論とする。 
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（４）一部採択の動議のとおり一部を除き、採択の立場で討論

する。 

有権者の知る権利を保障することは当然であり、陳情者の願

意に賛同するが、報告書の記載内容、掲載時期、具体的な議論

をする場などは、依然裁量の余地が大きいと考える。 

よって、一部採択の提案内容であれば、公職選挙法などへの

配慮も可能であること、全議員の賛同により一歩前進ができ得

る点を評価し、一部採択に賛同するものである。 

 

がありました。採決の結果、 

全会一致をもって、 

一部採択の動議のとおり、陳情要旨のうち『来年４月の』及

び『最終』並びに、『フォーマットは「中間報告書」にある「後

半の取り組み予定」を「後半２年間の実績」とする』  

の部分を除き、 

採択すべきものと決定いたしました。 

 

以上で、議会広報広聴特別委員会の委員長報告を終わります。 


